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豊
穣
の
喜
び
は
溥
ぐ
穣

集
荷
努
力
目
標
を
突
破

　

昨
年
の
稲
作
は
冷
害
、
病
虫
害
に

見
舞
れ
凶
作
型
で
あ
っ
た
が
、
本
年

は
高
温
多
照
に
恵
ま
れ
何
十
年
来
O

豊
作
と
云
わ
れ
て
い
る
。
坂
井
平
野

に
次
ぐ
穀
倉
地
帯
大
野
は
、
今
黄
金

色
の
穂
波
が
延
々
と
続
い
て
い
る
。

本
年
初
の
試
み
で
あ
る
米
0
予
約
申

込
数
は
、
集
荷
予
定
数
量
三
万
三
千

七
百
十
六
石
を
燈
か
に
超
え
、
八
月

二
十
二
日
現
在
、
売
渡
申
込
数
量
は

四
万
三
千
五
百
五
十
五
石
で
、
集
荷

予
定
数
0
一
二
九
八
I
セ
ン
ト
に
あ

た
り
、
努
力
目
標
数
を
I
〇
五
パ
ー

セ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
二
十
九
年

産
米
の
政
府
売
渡
数
は
、
六
月
末
現

在
四
万
一
千
六
石
で
あ
っ
て
、
本
予

約
売
渡
申
込
数
は
】
○
六
八
I
セ
ン

ト
の
好
成
績
で
あ
る
。

　

今
や
サ
ク
サ
ク
と
鎌
音
も
軽

く
早
稽
の
刈
取
り
が
始
り
農
家

に
は
喜
び
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る

　

昨
年
の
早
場
期
は
多
雨
続
き

で
乾
燥
。
小
十
分
の
た
め
大
野
早

場
米
は
悪
評
を
受
け
た
が
、
本

年
こ
そ
、
そ
の
名
の
回
復
の
篤

に
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

我
々
は
こ
0
恵
ま
れ
た
豊
作

に
酔
う
こ
と
な
く
、
涸
先
が
殖

し
た
こ
れ
ら
の
遺
徳
を
偲
ぴ
、

い
よ
い
よ
農
業
経
営
0
多
角
化

土
地
0
高
度
利
用
、
農
業
文
化

の
建
設
を
目
ざ
し
て
、
共
々
に

如
何
な
る
災
害
、
凶
作
に
も
打

勝
つ
弾
力
性
に
富
む
田
園
都
市

を
つ
く
り
上
げ
よ
う
。

〔写真は重い垂れ穂かかえ、喜びあふれる乙女乾側尾永見地籍にてJ

待望の中、小学校

増改築始まる

　

市
内
中
小
学
校

の
老
朽
校
舎
（
危

険
校
舎
）
と
、
そ

れ
に
最
近
い
ち
じ

る
し
い
児
童
生
徒

の
増
加
の
た
め
、

こ
の
増
改
築
は
各

方
㈲
か
ら
の
要
望

で
あ
っ
た
が
、
八
月
十
七
日
工
事
施

行
者
が
決
定
、
愈
々
建
築
の
運
び
と

な
っ
だ
。
こ
れ
が
竣
功
す
れ
ば
、
今

ま
で
ち
よ
っ
と
し
た
風
や
雪
に
も
ピ

ク
ピ
ク
し
て
い
た
可
哀
そ
う
な
姿
も

消
え
、
狭
い
廊
下
で
ガ
マ
ン
す
る
こ

と
も
な
く
、
思
・
り
存
分
学
習
に
専
念

し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
。
請
負

人
、
工
事
竣
功
月
日
は
右
の
通
り
。

中小学校増改築工事調（昭和30年8月23日）

工事名 金額 隋負人 竣功予定年月日

有終中学校特利教室増築工事2，085，000円小椋建設株式会社30…11．4

有終南小学校
普通教室増築工事

4，418．000
大祐興業
株式会社

30．12．4

有終酉小学校
特別教室増築工事

1，380，000
大野土建
株式会社

30．10．25

小山小学校
校舎改築工事

5，000，000
山内土建
株式会社

30．12．4

打肢小学校嵐分校

校舎改築工事
1、750，000

博茂土木
株式会社

30．10．30

打肢小学校小池分校校舎改築工事1．648，000
宮田
七郎兵衛

30．10．30

上庄中学校給食堂兼家串：室燃築工事790，000 杉川三助 30．10．5

風
見
鶏

　

去
る
八
月
十
八
日
ひ
ら
か
れ
た
大

野
市
社
会
教
育
研
究
大
会
は
、
新
生

活
運
動
の
問
題
を
中
心
に
研
究
を
行

っ
た
が
、
こ
の
大
会
で
拾
っ
た
風
景

を
二
つ
三
つ
紹
介
し
よ
う
▼
「
結
婚

の
簡
素
化
と
か
、
時
間
励
行
と
か
、

1
か
ら
云
う
て
て
な
ん
で
や
ら
さ
ん

の
や
。
や
る
な
ら
や
る
、
や
ら
ん
の

な
ら
や
ら
ん
と
上
で
″
ツ
キ
リ
で
き

ん
の
か
」
こ
れ
は
全
体
討
議
を
聞
い

て
い
た
或
る
御
仁
の
口
か
ら
も
れ
た

言
葉
。
ど
う
も
こ
の
人
は
、
新
生
活

運
動
を
上
で
き
め
て
下
に
や
ら
せ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ

う
云
う
考
え
の
あ
る
ろ
ち
は
、
上
で

き
め
・
た
戦
争
の
た
め
に
下
の
者
が
脆

死
す
る
事
も
起
り
う
る
だ
ろ
う
▼
葬

式
の
場
合
に
酒
を
飲
む
習
慣
を
や
め

る
事
で
論
議
が
白
熱
し
た
時
、
一
人

の
人
が
「
葬
式
に
酒
を
呑
む
の
は
、

悲
し
さ
を
忘
れ
る
た
め
だ
」
と
云
っ

た
途
端
、
婦
人
の
声
あ
り
「
酒
で
悲

し
さ
を
玄
ぎ
ら
わ
す
の
は
ヒ
キ
ョ
ウ

で
す
。
そ
の
悲
し
さ
を
ジ
ツ
と
噛
み

し
め
る
事
こ
そ
亡
き
人
へ
の
弔
い
で

し
ょ
う
」
ま
こ
と
に
七
の
も
の
ズ
パ

リ
▼
あ
る
分
科
会
で
は
結
婚
簡
素
化

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
所
が
中
に
二
、

三
人
、
小
さ
い
声
で
「
こ
ん
な
に
話

し
合
っ
て
、
良
い
事
を
き
め
て
も
、

き
っ
と
出
来
ん
わ
の
」
こ
の
言
葉
を

裏
返
え
せ
ば
「
私
は
協
力
す
る
意
気

が
な
い
」
と
云
う
事
に
な
る
。
誰
ｔ

や
ら
な
け
れ
ば
私
が
や
る
と
云
う
決

心
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
所
詮
こ
ん
か

弱
音
は
屯
れ
な
い
筈
で
あ
る
。



　

昨
年
七
月
一
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
事
業
所
調
査
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
調
を
は
、
事
業
所

や
従
事
者
が
ど
0
よ
う
に
分
布

し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
活
動

の
状
態
は
ど
う
か
と
云
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
産
業
経
済
活

動
0
実
態
を
と
ら
え
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
市
の

調
を
0
結
果
を
、
こ
こ
で
紹
介

し
、
伸
び
行
く
大
野
市
商
工
業

と
、
今
後
、
恵
ま
れ
た
資
源
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
、
市
O

商
工
業
の
発
展
を
如
何
に
開
拓

す
べ
き
か
を
市
民
一
同
の
衆
知

を
集
め
た
い
。

仲びゅく

大野市の「商工業」
工業 （昭和29年末現在）

産業分類 総工場 総従栗者
4人以上13人以下

工場 従栗沓工場 従業者

総数 214 3007 139 2821 75 186

食料品 15 83 7 59 8 24

紡織 115 2311 86 2233 29 78

衣服及牙廻品 2 33 l 32 1 l

木材及木製品 40 385 32 366 8 19

家具及装備品 9 63 7 57 2 6

紙及類似品 3 6 3 6

印刷出版及類似品 4 28 2 24 2 4

化学薬品及製品 2 5 2 5

ガラフ・及土石製品 12 46 1 24 11 22

金腿 4 10
1 1

1

1 1
，4 10

晟械器具 3 14 i2 12 11 2

その他 5 23 i1 14 i4 9

商業（昭和30．9．1現在）

商業分類 総店舗 聴従漿者
眠傭者有る者 回傭者無き者

店舗 従業者 店鍋 家族従業者

総数 809 1749 103 599 706 1150

一般卸売架 38 160 13 112 25 48

吸物衣服及身廻£小背業 3 3 3 3

各n商品小売業 2 3 1 2 1 1

飲食料品小売業 144 311 21 110 123 201

石油小売栗 300 542 20 76 280 466

飲食店 47 n9 11 47 36 72

代理商及仲立業 24 38 3 11 21 27

路上運搬晟小売柴 3 6 l 4 2 2

その他の小売業 248 567 33 237 215 330

グ
ラ
フ
は
経
営
組
織

別
事
業
体
数

学
喪
心
か
E
ま
り
社
会
へ
…
…

喜
ば
れ
る
＜
m
Q
卒
業
生

　

つ
ぼ
み
ほ
こ
ろ
び
初
め
た
三
月
、

市
内
の
巾
学
校
、
高
等
学
校
を
巣
や
I

ち
、
就
職
し
た
者
は
、
グ
ー
フ
フ
の
示

す
と
お
り
、
見
事
百
パ
ー
セ
ン
ト
の

進
出
成
績
で
、
し
か
も
そ
の
勤
務
振

り
は
至
極
真
執
で
あ
り
、
雇
用
主
か

ら
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

み
の
り
の
秋
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
健

康
で
奮
闘
さ
れ
る

よ
う
祈
る
と
共
に

っ
づ
く
者
の
多
か

ら
ん
こ
と
を
願
っ

て
止
ま
な
い
。

簡素で真心をこめた

公民舘結婚を

大野公民舘でお世話

　

新
生
活
運
動

の
一
環
と
し
て

公
民
舘
結
婚
を

実
施
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

古
い
慣
習
に
従

っ
て
無
駄
な
お

金
を
使
う
時
代

は
迦
ぎ
ま
し
た

厳
粛
で
簡
素
な

う
ち
に
心
の
こ

も
つ
だ
式
を
あ
げ
て
頂
く
た
め
公
民

舘
結
婚
を
精
々
御
利
用
下
さ
る
様
、

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

◆
公
民
舘
結
婚
の
あ
ら
ま
し
◆

申
込
1
拳
式
十
日
前
に
大
野
公
民

　

舘
へ
お
申
込
み
の
こ
と

　

2
申
込
み
の
時
、
双
方
の
健
康
診

　

断
害
を
提
示
す
る
こ
と

式
場
―
大
野
公
民
舘

　

2
大
野
市
三
番
花
の
家

時
間
午
後
二
時
よ
り
結
婚
式
、
午

　

後
三
時
半
よ
り
祝
宴

費
用
I
J
衣
裳
は
各
自
準
備
す
る

　

2
化
粧
着
付
（
カ
ツ
ー
フ
付
）

　

写
真
合
計
二
千
円

　

3
式
場
費
公
民
舘
五
百
円

　

花
の
家
二
千
円

　

4
料
理
最
高
一
人
前
五
百
円
ま

　

で
と
し
御
希
望
を
承
り
ま
す
。

　

5
祝
酒
二
升
以
内
持
参
の
事

　

6
酌
人
席
び
飯
は
御
希
望
を
承
り

　

ま
す
。

翻
式
順
、
そ
の
他
の
く
わ
し
い
事
は

大
野
公
民
舘
（
電
話
八
二
八
番
）
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

今
月
の
行
李

一
日
（
木
）
1
節
保
育
所
開
設

　

（
各
地
区
）
五
箇
乳
児
検
診

　

下
庄
X
線
間
接
撮
影
一
般
、

五
日
（
月
）
五
箇
国
保
慰
安
映

　

画
会
、
大
野
乳
9
検
診
西
校

　

乾
側
χ
線
間
接
撮
影
一
般
、

六
日
（
火
）
大
野
乳
児
検
診

　

西
校
、
（
午
前
）
富
田
X
線
間

　

接
撮
影
蕨
生
小
学
校
、
（
午
後
）

　

富
田
X
線
間
接
撮
影
富
田
小
校

七
日
（
水
い
大
野
乳
児
検
診
出
校

八
日
（
木
）
大
野
乳
児
検
診

　

出
校
、
（
午
前
）
X
線
間
接
撮
影

　

六
呂
師
、
（
午
後
）
X
綿
間
接
撮

　

影
阪
谷
校
、

上
旬
多
収
穫
競
技
会
、
坪
刈

　

（
市
農
腔
課
税
務
署
共
同
）
、
青
少

　

年
間
題
協
議
会
会
議
開
催
、

十
三
日
（
火
）
司
法
保
護
記
念
日
、

　

戸
籍
斟
務
研
究
会
上
庄
出
張
所

十
五
日
（
金
）
と
し
よ
り
の
日
、

二
十
日
（
水
）
航
空
日

中
旬
定
例
市
議
会
下
庄
出
張

　

所
、
農
業
委
員
会
農
業
振
興
計
画

　

打
合
、
積
寒
県
単
農
用
排
水
事

　

業
配
分
打
合

廿
一
日
（
日
）
彼
岸
入
り

廿
四
日
（
水
）
秋
分
の
日
彼
岸
中
日

中
下
旬
耕
土
培
養
事
業
決
定
打
合

下
旬
木
の
本
開
拓
理
事
会
（
資

　

金
借
入
の
・
件
）

告
知
板

九
月
三
日
か
ら
市
教
育
委
員
会
事
務

局
は
市
役
所
本
庁
階
上
、
総
務
課
横

へ
移
転
。
ま
た
統
計
、
配
給
事
務
（
大

野
地
区
）
は
商
工
課
で
行
い
ま
す
。



米の売渡しに

りいての心得

予
約
売
渡
制
に
も
と
す
く
、

本
年
産
米
政
府
買
入
価
格
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

売
渡
し

の
時
期

九
月
三

十
日
迄

　

（
四
、

五
二
〇

円
）
十

月
十
五

日
迄
（

四
、
二

八
〇
円

）
十
月

三
十
一

日
迄
（

四
、
一

六
〇
円

）
十
一

月
一
日

以
降
（

四
、
〇

四
〇
円

）
一
俵

当
り
包

装
代
九

八
円
に

予
約
奨

励
金
四

〇
円
を

加
算
し

た
も
の

y
乾
燥
の
良
い
米
を

大
野
米
の
名
声
に
恥
じ
な
い
乾
燥
の

良
い
品
質
の
高
い
米
を
出
し
ま
し
よ

う
。
等
級
間
格
差
次
の
通
り

一
～
二
等
格
差
（
四
五
円
）
二
～
三

等
格
差
（
七
五
円
）
Ξ
～
四
等
格
差

（
七
五
円
）
H
‥
い
ず
れ
も
俵
当
り
格

差
。
y
米
の
予
約
に
冤
税
措
置

本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
米
の
予
約
供

出
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
「
昭
和
三
十
年
産
米
穀
に
つ
い

て
の
所
得
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
」
は
供
出
米
に
免
税
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
き
め
た
も
の
で
、
免
税

さ
れ
る
金
額
は
次
の
四
段
階
に
な
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
玄
米
俵
当
り
の

額
で
あ
る
。

九
月
三
十
日
迄
の
売
渡
分
俵
当
り
九

六
〇
円
。
十
月
十
五
日
迄
の
分
七
二

〇
円
。
十
月
升
一
日
迄
の
分
六
〇
〇

円
。
十
一
月
一
日
以
降
か
ら
三
十
一

年
二
月
二
十
九
日
迄
が
四
八
〇
円
。

跨
へ

｀

s
－
十
・
j

串
メ

　
　
モ

　

酷
掃
も
漸
く
下
り
坂
と
な
り
、

秋
の
豊
か
な
婬
り
入
れ
に
村
の
祭
り

の
大
鼓
の
之
し
水
の
ど
か
に
聞
え
る
。

〔
作
物
〕

一
、
稲
収
臨
時
に
当
然
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
採
屁
の
問
題
で

あ
る
。
一
般
に
農
家
は
新
品
種
の
追

求
に
一
生
懸
命
で
あ
る
が
、
現
在
作

り
慣
れ
た
品
槌
の
更
新
に
つ
い
て
は

関
心
が
薄
い
。
種
子
更
新
に
依
る
増

収
串
は
平
均
一
四
％
と
云
わ
れ
、
特

に
五
年
以
上
く
り
返
し
作
り
続
け
て

行
っ
た
場
合
減
収
が
著
し
い
。
繁
忙

の
時
で
は
あ
る
が
、
寸
暇
を
さ
い
て

採
種
圃
な
ど
も
視
察
し
優
良
桂
子
込

新
に
努
め
て
欲
し
い
。
一
般
的
な
採

胚
の
注
意
と
し
て
は
、
出
穂
初
め
か

ら
穂
揃
期
に
一
回
と
成
熟
期
に
一
回

は
是
非
混
変
桂
を
抜
取
る
こ
と
。

（
1
通
の
刈
坂
期
よ
り
五
、
六
日
早
「
‥
‥

に
刈
取
る
こ
と
」
更
に
、
残
暑
ま
だ

烈
し
い
時
期
に
刈
取
る
極
早
稲
種
は

風
通
し
の
よ
い
場
所
に
蔭
干
し
に
す

る
。
回
転
数
の
早
い
動
力
脱
穀
機
で

扱
落
す
と
胚
芽
を
傷
め
胴
割
を
生
ず

る
な
ど
よ
ろ
し
く
な
い
。

二
、
麦
土
地
の
肥
撹
も
あ
る
が
同

じ
市
内
で
反
当
三
俵
か
ら
一
〇
俵
と

そ
の
開
き
が
多
泗
ぎ
る
。
石
灰
の
施

用
、
堆
厩
肥
の
多
施
、
播
幅
率
の
増
加

等
改
良
技
術
を
十
分
取
入
れ
、
い
ま

少
し
裏
作
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

新
し
い
品
種
と
し
て
は
北
陸
一
号
（

大
麦
）
ミ
ョ
ウ
ユ
ウ
小
麦
、
ナ
ン
ブ

小
麦
な
ど
が
あ
る
。
改
良
1
及
員
と

相
談
1
て
適
品
種
を
導
入
す
る
も
よ

い
。
近
年
は
雪
が
少
い
の
で
裸
麦
も

考
え
る
べ
き
だ
。

〔
疏
菜
そ
0
他
〕

間
引
葉
の
軍
な
ら
な
い
程
度
に
常

に
早
目
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
狭
い

個
所
に
密
生
さ
せ
る
と
腰
が
伸
び
、

同
化
作
用
も
不
十
分
で
直
接
喊
収
と

な
る
o
品
屈
の
特
性
を
知
っ
て
間
引

に
努
め
て
ほ
し
い
。

〔
虫
害
〕

一
、
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ム
シ
、
サ
ル
ま
ハ
ム

ジ
播
槌
と
同
時
及
び
双
葉
の
時
と

本
葉
の
三
枚
程
度
の
と
き
と
三
回
く

ら
い
D
D
T
粉
剤
等
で
駆
除
す
る
。

二
、
ア
ブ
ー
フ
ム
ジ
発
生
始
め
か
ら
二

～
三
回
除
虫
菊
乳
剤
、
硫
酸
一
こ
チ

ン
等
を
散
布
す
る
。
ア
ブ
ー
フ
虫
は
慨
一

性
繁
殖
を
す
る
か
ら
I
回
だ
け
の
散

布
で
駆
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

な
お
白
菜
は
B
・
H
・
C
、
ボ
ル
ド
ー

液
で
薬
害
を
被
る
こ
と
が
多
い
か
ら

注
意
を
裂
す
る
。

〔
農
機
臭
〕

一
、
モ
ー
タ
ー
の
整
備
い
よ
い
よ
モ

ー
タ
ー
を
使
う
時
期
と
な
っ
た
。

絶
縁
、
注
油
、
漏
電
に
気
を
つ
け
て

使
用
前
に
試
運
転
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
屯
し
変
っ
た
音
や
馬
力

不
足
、
過
熱
す
る
よ
う
だ
っ
た
ら
手

当
を
す
る
。

二
、
脱
穀
機
使
用
の
ユ
ッ
脱
穀
機

を
指
示
さ
れ
て
い
る
正
し
い
回
転
数

で
債
・
り
こ
と
。
1
通
は
稲
く
き
に
I

分
間
に
五
五
〇
回
～
六
〇
〇
回
、
速

過
ぎ
れ
ぱ
籾
を
傷
め
、
遅
過
ぎ
れ
ぱ

能
率
が
挙
が
ら
な
い
。
選
別
を
良
く

す
る
に
は
唐
箕
の
風
の
入
口
を
左
右

平
等
に
開
閉
し
、
平
ら
な
風
を
出
す

こ
と
が
肝
嬰
で
あ
る
。

〔
家
畜
〕

一
、
和
牛
の
狐
付
に
つ
い
て
昨
年

暮
以
来
仔
牛
の
値
下
り
か
ら
農
家
の

屈
付
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
。
然
し
最
近
仔
牛
の

生
産
喊
少
に
依
る
品
薄
の
為
に
、
そ

の
価
格
が
少
し
ず
つ
上
っ
て
来
た
の

で
、
今
の
内
か
ら
計
叫
的
に
狐
付
を

励
行
し
ま
し
よ
う
。
和
牛
の
在
胎
期

間
は
平
均
二
八
四
日
で
す
か
ら
、
農

作
業
に
便
で
生
草
の
利
用
出
来
る
三

四
月
頃
に
分
娩
す
る
様
、
六
、
七
月

頃
に
種
付
ず
る
の
が
理
想
的
で
す
。

若
し
こ
の
様
に
出
来
な
か
っ
た
農
家

は
、
和
牛
は
年
中
何
時
で
も
発
情
が

来
る
か
ら
、
自
己
の
農
業
経
営
上
か

ら
都
合
の
良
い
時
期
を
逡
ん
で
種
付

を
行
っ
て
下
さ
い
。

二
、
緬
（
山
）
羊
の
極
付
に
つ
い
て

緬
（
山
）
羊
の
発
情
は
九
月
末
か
ら

十
一
月
末
に
強
く
現
れ
て
来
ま
す
。

秋
は
受
胎
率
も
よ
く
、
仔
羊
も
早
春

に
生
れ
る
か
ら
発
育
も
順
調
で
す
。

発
情
の
徴
候
は
他
の
家
畜
に
比
べ
て

発
見
が
難
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
毎

日
注
意
し
て
拳
励
不
審
や
外
陰
部
の

腫
張
発
赤
の
有
飢
等
を
充
分
観
察
し

て
下
さ
い
。
不
受
胎
の
時
の
再
発
情

は
平
均
十
七
日
目
に
来
潮
し
、
一
回

の
発
情
持
続
時
間
は
平
均
三
〇
時
間

位
で
す
。
受
胎
す
る
と
発
情
が
中
止

し
平
均
一
五
〇
日
で
分
娩
し
ま
す
。

健
康
優
良
の

家
庭
を
表
彰

　

大
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
日

頃
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
熱
心
に

協
力
1
て
下
さ
っ
た
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
を
慰
安
す
る
た
め
映
画
会
を
行

い
、
そ
の
会
場
で
、
一
昨
年
一
ヵ
年

間
一
家
揃
っ
て
健
康
を
保
ち
、
医
療

を
受
け
な
か
っ
た
健
康
優
良
家
庭
を

市
長
が
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
つ
た

T
庄
地
区
は
嶋
田
茂
さ
ん
外
一
九
名

乾
側
地
区
は
松
田
宗
一
さ
ん
外
六
名

小
山
地
区
は
玉
木
ま
り
さ
ん
外
六
名

上
庄
地
区
具
鍋
愛
蔵
さ
ん
外
二
二
名

五
箇
地
区
は
勝
矢
恵
さ
ん
外
四
名
、

阪
谷
地
区
は
北
坂
寿
美
さ
ん
外
一
四

名
、
富
田
地
区
は
広
瀬
健
一
さ
ん
外

二
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

新生活
のメモ

　

◆
「
そ
の
国
の
婦
人
の
進
歩
状
態
は
、
そ
の
国
の
進
歩
程
度

を
示
す
基
準
と
な
る
」
こ
れ
は
英
国
労
働
党
の
サ
マ
ー
ス
キ
ル

女
史
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

◆
元
来
、
新
生
活
運
勁
の
木
当
の
狙
い
は
新
し
い
生
活
意
識

を
持
つ
所
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ー
‘
ヽ
ド
や
合
所
を
改
善
し
た

り
、
力
や
ハ
I
を
全
滅
す
る
の
が
真
の
目
的
で
は
な
い

　

◆
静
岡
県
吉
田
町
婦
人
会
で
は
「
新
生
沢
碓
助
よ
尼
尹
人
闘

改
造
」
か
ら
と
、
朝
日
新
聞
の
主
婦
投
書
欄
「
ひ
と
と
き
」
を
材
料
に

身
の
廻
り
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
。
今
迄
は
寄
れ
ば
人
の
噂
話
や
下

ら
な
い
世
間
話
に
時
を
泗
し
て
い
た
事
も
、
今
で
は
昔
の
思
い
出
と
な

り
社
会
の
片
隅
に
起
っ
た
小
さ
い
事
に
も
鋭
敏
な
反
応
を
示
し
ろ
る
様

に
な
っ
た

　

◆
こ
う
云
う
婦
人
の
集
り
か
ら
、
地
に
っ
い
た
新
生
活
題
勣
は
育
っ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。





1 0
月
1
日
は
国
勢
調
査
日
で
す

　
　
　

国
勢
調
査
は
伸
び
る
日
本
の
道
し
る
べ

　

わ
が
国
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年

に
は
じ
め
て
行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
五

年
毎
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
行
わ
れ
る
調
査
は
第
八
回
目
の
国

勢
調
査
に
当
り
ま
す
。
こ
の
調
査
の

結
果
は
、
今
後
五
ヵ
年
間
、
国
の
政

治
行
政
の
基
本
資
料
と
さ
れ
る
の
で

も
っ
と
も
大
切
な
、
又
も
っ
と
も
大

が
か
り
な
調
査
と
し
て
、
国
内
に
居

住
す
る
申
告
者
の
一
人
一
人
が
正
し

い
申
告
答
申
を
さ
れ
る
よ
う
切
望
い

た
し
ま
す
。

実
施
期
間

l
準
備
調
査
‐
‥
‥
九
月
二
十
四
日
か

ら
三
十
日
迄
の
｛
週
間
2
木
調
査

H
‥
‥
十
月
一
日
か
ら
三
日
迄
の
三
日
間

範
囲

國
勢
調
査
で
調
査
す
る
の
は
、
十
月

一
日
に
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
全

部
で
、
日
木
人
は
も
ち
ろ
ん
外
国
人

も
す
べ
て
調
査
さ
れ
ま
す
。

場
所

こ
の
調
査
で
は
詞
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
を
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
世
帯
で
ま
と
め
て
調
査
し
ま

す
。
調
査
日
に
た
ま
た
ま
旅
行
や
出

稼
ぎ
な
ど
で
不
在
で
あ
っ
て
も
、
不

在
期
間
が
三
ヵ
月
以
上
に
わ
た
ら
な

い
人
は
そ
の
人
の
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
世
帯
で
調
査
さ
れ
ま
す
。
但
L
三

ヵ
月
以
上
に
わ
た
る
旅
行
や
出
稼
者

は
旅
行
先
や
出
稼
先
で
調
べ
ま
す
。

｀
特
例

団
自
宅
を
離
れ
て
、
寄
宿
者
や
下

宿
な
ど
か
ら
通
学
し
て
い
る
学
生
。

生
徒
は
、
そ
の
寄
宿
舎
や
下
宿
等
で

調
べ
自
宅
で
は
調
べ
ま
せ
ん
。

悶
病
院
や
療
養
所
等
の
入
院
1
者

で
、
す
で
に
三
ヵ
月
以
上
入
院
し
て

い
る
人
は
入
院
先
で
調
べ
、
自
宅
で

は
調
べ
ま
せ
ん
。
し
か
し
入
院
し
て

三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
人
は
自
宅
で
調

べ
ま
す
。

圀
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
人
は

自
宅
で
調
べ
ま
す
。

㈲
自
衛
隊
の
営
舎
内
や
艦
船
内
の

居
住
者
は
、
そ
の
営
舎
又
は
艦
船
で

調
べ
自
宅
で
は
調
べ
ま
せ
ん
。

圓
刑
務
所
や
拘
置
所
の
収
容
者
で

刑
の
確
定
し
て
い
る
人
参
少
年
院
の

収
容
者
は
、
そ
の
刑
務
所
叉
は
少
年

院
で
調
べ
自
宅
で
は
調
べ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
刑
が
陥
定
し
て
い
て
も
阪
出

所
中
の
者
や
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者

は
自
宅
で
調
べ
ま
す
。

ど
ん
な
事
を
調
べ
る
の
か

1
世
帯
員
の
氏
名
。
2
世
帯
主
と

の
続
柄
。
3
男
女
の
別
。
4
出

生
の
年
月
日
。
5
配
偶
の
関
係
。

6
国
籍
。
7
昭
和
十
六
年
ま
で
に
生

れ
た
人
に
つ
い
て
は
調
査
日
前
一
週

間
の
就
業
状
態
。
8
住
居
に
関
す

る
事
頃
。

初心者歓迎

会員募集

　

演劇を愛し、研究したい人々の

集りである「大野演劇協会」では

　

只今、会員を募集しております。

どなたでも御遠慮なくお巾込下さい

　　

申込みは大野公民舘へ

大野演劇協会

第
七
回
県
体
一
拾
い
ｔ
記

▼
道
関
団
長
以
下
一
七
一
各
の
豪

華
な
選
手
団
の
編
成
は
何
と
言
っ
て

も
市
に
な
ら
な
け
れ
ば
出
来
ぬ
相
談

で
あ
っ
た
し
、
市
役
所
前
の
壮
行
会

も
、
選
手
の
意
気
を
昂
揚
す
る
に
は

絶
対
に
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
行
事
で

あ
る
。
唯
初
日
の
出
場
種
目
が
三
つ

だ
っ
た
の
で
壮
行
会
に
臨
む
選
手
が

少
な
か
っ
た
の
は
已
む
を
得
ぬ
事
な

が
ら
何
と
な
く
さ
び
し
か
っ
た
。

ｙ
第
二
日
目
は
斎
藤
市
長
を
団
長

に
副
議
長
、
助
役
、
教
育
長
等
激
励

団
の
一
行
が
各
競
技
会
場
を
と
び
廻

っ
て
「
し
っ
か
り
頼
む
ぞ
」
と
激
励

さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
に
選
手
に
喜

び
と
力
を
与
え
た
事
か
。
血
の
気
の

多
い
若
人
の
中
に
は
目
が
し
ら
を
う

る
ま
せ
た
者
さ
え
あ
っ
た
。

▼
走
幅
跳
び
で
六
米
四
二
の
県
体

の
新
記
録
を
作
っ
た
山
岸
一
隆
君
の

奮
闘
は
実
に
目
覚
し
か
っ
た
。
聞
け

ば
同
君
は
先
般
大
高
校
庭
で
行
わ
れ

た
陸
上
ユ
ー
チ
の
指
導
に
一
日
も
休

ま
ず
受
講
さ
れ
た
熱
心
家
。
走
高
跳

の
中
井
忠
良
君
、
円
盤
の
松
下
幸
三

郎
君
は
何
れ
も
強
豪
を
1
り
め
に
優

5
し
、
三
十
才
以
上
の
高
橋
一
男
討

は
今
ま
で
の
貫
録
に
物
を
言
わ
せ
て

王
座
を
ゆ
る
が
さ
な
か
っ
た
。
女
子

の
水
I
ア
土
井
清
子
さ
ん
は
走
高
跳

に
二
位
と
は
な
っ
た
が
、
一
位
と
同

記
録
、
奥
越
女
子
の
面
目
を
一
人
の

肩
に
背
負
っ
た
形
で
あ
っ
た
。
男
子

陸
上
の
総
合
成
績
は
二
位
だ
か
ら
、

そ
の
奮
闘
の
目
覚
し
か
っ
た
こ
と
は

充
分
う
か
が
え
る
。

▼
特
筆
大
書
す
べ
き
は
女
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
優
6
で
あ
る
。
一
回
戦

に
今
立
を
敗
り
、
二
回
戦
に
武
生
を

葬
り
、
優
9
戦
に
鯖
江
を
打
ち
や
っ

て
栄
冠
を
獲
得
し
た
功
績
は
笑
に
大

き
い
。
特
に
選
手
名
を
掲
げ
て
そ
の

功
労
を
た
た
え
る
。
前
田
満
子
、
田

中
久
江
、
堂
本
昭
子
、
大
浦
良
子
、

川
瀬
み
ど
り
の
諸
嬢
。

▼
優
勝
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た

相
撲
が
棄
権
の
已
む
な
き
に
至
っ
た

の
は
実
に
残
誤

断
欠
場
は
、
理
由
は
如
何
に
あ
れ
ス

ポ
ー
ツ
を
冒
涜
す
る
も
の
と
し
て
キ

ュ
ウ
ダ
ン
す
べ
き
で
あ
る
。
土
井
監

督
と
同
僚
を
失
っ
た
他
の
二
名
の
選

手
の
さ
び
し
い
顔
は
実
に
印
象
的
た

っ
た
。

▼
総
じ
て
ど
の
種
目
も
最
善
を
つ

く
し
て
よ
く
戦
っ
た
。
勝
運
我
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
女
子
バ

ト
ヽ
｀
－
ン
ト
y
の
優
勝
と
男
子
陸
上
の

二
位
は
サ
ン
然
と
七
の
栄
光
を
放
っ

て
い
る
。
本
年
の
実
績
に
鑑
み
来
年

の
備
え
を
今
よ
り
心
が
け
る
ぺ
き
で

あ
ろ
う
。

あかるい市民たち④

農
事
研
究
会
（
乾
側
の
巻
）

　

田
園
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
農
事
研

究
会
が
あ
る
。
こ
れ
は
乾
側
地
区
尾

永
見
農
事
研
究
会
で
、

二
十
才
か
ら
四
十
才
迄

の
も
の
十
八
名
が
、
文

字
通
り
熱
0
な
研
究
を

続
け
て
い
る
会
長
の
北

山
氏
は
、
農
業
文
化
の

向
上
と
農
村
の
発
展
を

目
指
し
て
。
二
十
八
年

末
か
ら
同
志
を
糾
合
1

い
よ
い
よ
、
二
十
九
年

四
月
三
日
設
立
総
会
を

開
い
た
。
当
時
十
一
名

の
会
員
で
あ
っ
た
が
、
研
究
心
に
燃

え
る
会
員
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、

現
在
は
十
八
名
に
増
え
、
更
に
婦
人

部
を
設
け
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
会
は
昭
和
二
十
五
年
頃
、

水
稲
が
病
虫
害
に
よ
る
凶
作
に
見
舞

わ
れ
た
時
、
こ
の
対
策
と
し
て
こ
の

地
方
に
適
し
た
奨
励
品
種
を
数
種
取

り
入
れ
、
こ
れ
ら
を
同
じ
よ
う
に
肥

培
管
理
し
、
収
量
の
喬
少
。
そ
の
他

に
つ
い
て
研
ま
究
し
た
の
が
起
り
で
あ

る
。
今
は
研
究
会
の
圃
場
に
県
の
奨

励
品
種
が
早
、
中
、
晩
別
に
十
四
、

五
種
も
試
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

農
作
物
企
般
に
亘
っ
て
研
究
を
軍
ね

て
い
る
。
・
毎
月
一
日
の
定
例
会
は
会

員
宅
で
輪
番
制
に
開
か
れ
、
研
究
の

発
表
を
し
合
い
、
共
同
の
研
究
課
題

を
決
め
て
い
る
。
会
員
が
出
席
出
来

な
い
場
合
は
必
ず
家
族
の
中
の
誰
か

が
代
理
に
出
る
。
そ
こ
で
こ
の
研
究

の
課
題
の
実
態
を
家
族
も
研
究
把
握

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

し
か
も
時
間
の
励
行
も
・
J
l
く
守
ら
れ

て
五
分
と
遅
刻
す
る
も
の
も
な
い
熱

の
入
れ
か
た
で
あ
る
。
倚
会
員
個
々

が
競
作
田
を
設
け
て
全
員
で
作
見
を

行
っ
た
り
、
技
術
、
園
芸
の
各
雑
誌

を
会
員
が
回
覧
制
で
読
ん
だ
り
、
進

ん
で
台
所
改
善
の
計
画
に
ま
で
、
新

し
い
市
づ
く
り
の
い
ぶ
き
は
休
み
な

く
続
け
ら
れ
、
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で

あ
る
。
（
写
其
は
熱
心
に
研
究
発
表

を
続
け
る
会
員
－

人
挙

【
辞
令
】

　
　
　
　
　

松
原
9
一

大
野
市
報
編
集
委
員
を
委
嘱
す
る

　

昭
和
三
十
年
年
八
月
十
五
日
付

　
　
　
　
　

光
沢
太
郎

大
野
市
使
丁
に
任
じ
富
田
出
張
所
勤

務
を
命
ず
る

　

昭
和
三
十
年
八
月
十
八
日
付

◆
国
勢
調
査
標
語
一
、
よ
い
調
査
よ
い
申
告
で
よ
い
政
治
一
、
国
勢
調
査
は
國
の
姿
を
見
る
鏡
一
、
國
勢
が
一
目
で
わ
か
る
こ
の
調
査



吸
命
’
r

何
と
か
な
ら
ぬ
も
の
か

◆
私
は
旧
大
野
町
の
下
の
方
に
住

ん
で
居
る
者
で
す
が
、
町
の
中
を
流

れ
て
い
る
川
の
水
が
時
に
よ
っ
て
少

し
も
流
れ
ぬ
事
が
あ
り
ま
す
。
今
年

の
よ
う
に
日
照
り
が
っ
づ
い
て
乾
く

時
な
ど
安
心
し
て
眠
ら
れ
ま
せ
ん
。

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
1
よ
う
か

　
　
　
　

（
四
番
下
憂
慮
生
）

◆
私
が
大
野
に
住
み
込
ん
だ
の
は

終
戦
直
後
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
第

一
印
象
は
大
野
人
は
公
衆
衛
生
に
無

頓
着
だ
と
い
う
事
だ
っ
た
。
道
路
の

真
中
に
流
れ
て
い
る
川
へ
平
気
で
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
、
甚
だ
し
い
人
に
な

る
と
子
供
の
用
便
を
平
気
で
川
に
向

つ
て
や
っ
て
い
る

旧
大
野
町
時
代
に

川
の
清
掃
日
を
設

け
て
注
意
を
喚
起

し
た
事
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
I
・

二
回
に
終
り
そ
の
後
何
の
音
沙
汰
も

な
い
。
川
下
に
居
ら
れ
る
方
は
ず
い

分
迷
惑
な
事
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ

う
し
た
悪
習
は
何
と
か
な
ら
ぬ
も
の

か
。
（
市
内
一
疎
開
者
）

功
を
奏
し
た
交
通
取
締
り

最
近
は
自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド
制

限
が
守
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
市
内

を
歩
い
て
い
て
屯

木
当
に
気
分
が
良

い
。
特
に
い
な
か
道
で
自
転
車
で
す

れ
ち
が
う
時
な
ど
、
自
動
車
が
ス
ピ

ー
ド
を
落
し
て
呉
れ
る
の
で
安
全
な

交
通
が
出
来
て
嬉
し
い
（
富
田
学
生
）

【
前
号
の
回
答
】

　

一
、
サ
イ
レ
ン
が
不
正
確
な
時
刻

に
鳴
り
皆
様
が
不
愉
快
で
あ
っ
た
事

を
お
詫
び
し
ま
す
。
電
気
時
計
は
電

流
、
電
圧
の
関
係
か
ら
故
障
が
多
い

の
で
す
が
、
今
後
注
意
し
親
し
ま
れ

る
サ
イ
レ
ン
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す

　

二
、
各
課
長
を
囲
む
座
談
会
は
、

各
地
区
の
要
望
に
応
じ
、
関
係
課
長

が
出
掛
け
る
こ
と
に
致
し
ま
す
か
ら

今
後
こ
れ
ら
に
対
し
御
要
望
の
節
は

総
務
課
広
報
係
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

酋ミl繊4i；1610，1’y

大
野
絹
織
物
の
改
良
と

玉
村
屋
兵
助

　

各
大
名
と
同
様
、
大
野
の
領
主
も

財
政
不
如
意
で
元
祗
以
後
大
阪
を
は

じ
め
各
地
で
多
額
の
借
金
を
作
り
、
漸
次
貧
乏

に
な
っ
て

来
た
。
こ

の
貧
乏
を

の
が
れ
る

に
は
、
倹

約
を
励
行

す
る
よ
り

外
に
道
が

な
い
と
い

う
の
で
、

度
々
倹
約

令
を
出
し

た
が
ど
う

し
て
も
さ

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
天

保
、
弘
化
、
嘉
永
頃
（
約
百
年
前
）

と
な
る
と
、
借
金
処
分
に
全
く
行
詰

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
倹
約

だ
け
で
は
と
て
も
駄
目
だ
と
気
が
っ

い
た
の
で
、
茲
に
産
業
奨
励
の
問
題

が
起
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
藩
に
於
て

は
産
物
所
と
い
う
役
所
を
設
け
、
特

産
物
の
改
良
並
び
に
そ
れ
を
他
国
に

販
売
す
る
こ
と
に
着
眼
し
た
。
当
地

方
の
産
物
で
他
国
販
売
の
見
込
の
あ

ろ
う
と
思
う
の
は
、
生
糸
、
絹
織
物

帖
紙
、
漆
、
煙
草
位
で
あ
る
。
そ
こ

で
第
一
に
奨
励
し
た
の
は
、
生
糸
と

絹
織
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
の

生
糸
や
紬
類
で
は
太
い
や
ら
粗
雑
や

ら
で
商
品
と
し
て
の
価
値
が
な
い
。

け
れ
ど
も
保
守
的
な
大
野
人
に
は
こ

の
点
に
着
目
す
る
も
の
は
殆
ん
ど
な

く
、
旧
態
依
然
た
る
生
糸
で
あ
り
、

他
国
へ
販
路
を
開
く
と
云
う
事
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
安
政
年
間
に
至
り

漸
く
生
糸
改
良
に
着
目
し
た
の
が
五

番
町
の
鹿
内
某
と
い
う
人
で
、
信
州

　

（
長
野
県
）
か
ら
改
良
機
械
と
手
繰

職
工
を
雇
い
、
着
手
し
た
が
誰
も
相

手
に
せ
ず
失
敗
に
終
っ
た
。

　

そ
の
頃
一
番
町
に
玉
村
屋
兵
助
と

い
う
人
が
あ
っ
た
。
貧
窮
で
あ
っ
た

が
、
何
か
一
儲
け
し
た
い
と
常
に
考

え
て
い
た
。
た
ま
た
ま
藩
の
産
物
所

が
生
糸
織
物
の
改
良
を
奨
め
て
い
る

と
聞
き
、
直
ち
に
藩
並
び
に
産
物
所

に
所
信
を
陳
べ
改
良
機
械
の
購
入
を

歎
願
し
た
。
幸
に
藩
は
之
を
許
し
て

く
れ
た
の
で
、
早
速
先
進
地
の
京
都

の
西
陣
、
丹
後
の
峯
山
、
江
州
の
長

浜
と
実
地
視
察
し
、
大
い
に
得
る
所

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
藩
の
拝
借
金
を

以
て
、
西
陣
、
峯
山
等
よ
り
改
良
機
械

を
購
入
し
、
織
工
数
人
を
雇
い
、
自

宅
を
工
場
と
し
て
製
糸
製
織
に
専
念

し
た
。
そ
の
間
幾
多
の
苦
難
を
踏
越

え
、
漸
く
に
し
て
優
秀
な
改
良
品
を

織
出
す
に
至
っ
た
。
こ
の
企
て
を
嘲

っ
た
も
の
も
今
は
そ
の
製
品
の
立
派

さ
を
見
て
前
の
嘲
笑
を
陳
謝
す
る
よ

ろ
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
大
野
の
織

物
が
商
品
と
し
て
の
芽
を
出
し
、
慶

応
二
年
（
約
九
十
年
前
）
に
は
横
浜

市
場
に
於
い
て
輸
出
品
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
兵
助
さ
ん
は
大

野
織
物
業
界
の
先
覚
者
と
し
て
忘
れ

て
な
ら
な
い
人
で
あ
る
。

完
納
は
明
る
い

　

社
会
の
泉
な
り

完
納
が
築
く
住
み
よ
い

　
　
　
　

我
が
郷
土

地
区
び
よ
り

去
る
七
月
九
日
上

庄
地
区
在
住
の
日

清
日
露
戦
役
参
加

者
十
五
名
（
総
員

二
十
九
名
）
が
上

庄
出
張
所
に
集
合

し
、
今
は
亡
き
戦

友
の
霊
を
弔
い
共

に
長
寿
し
て
来
た

事
を
感
謝
し
楽
し

い
半
日
を
過
し
た

　

（
参
加
し
た
人
々

次
の
通
り
）

　

斎
藤
幸
右
衛
門

　
　
　
　

（
7
2
）

福
田
清
次
郎
（
8
0
）
山
田
蔀

　

「
7
8
」
山
口
清
兵
衛
（
7
1
）

川
岸
定
蔵
（
7
2
）
真
鍋
愛
蔵

C
K
）
出
村
清

太
郎
（
7
7
）

山
崎
孫
吉
（
7
1
）

森
永
善
助
（
7
9
）

安
川
豊
（
7
1
）

出
村
大
和
会
長

　
　

（
6
5
）

広
瀬
為
松
（
7
4
）

田
中
清
作
（
7
1
）

橋
本
仁
太
郎

　
　

（
7
1
）

山
田
治
（
7
3
）

中
村
孫
三

　
　
　
　
　

（
7
1
）

日清日露戦役參加者懇親会

お知らせ

大野警察署

　

一
、
当
署
の
三
1
巡
査
派
出
所
は

大
野
三
1
駅
前
。
五
1
巡
査
派
出
所

は
山
王
忠
魂
碑
東
隣
へ
移
転
し
毎
日

深
夜
で
も
市
民
の
皆
様
へ
の
奉
仕
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

二
、
大
野
市
春
日
に
巡
査
駐
在
所
が

新
設
さ
れ
る
事
に
な
り
、
九
月
中
旬

頃
か
ら
署
員
が
配
置

さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

場
所
は
大
野
市
春
日

町
（
上
明
治
）
の
西

谷
道
の
新
設
三
叉
路

で
酉
の
方
へ
進
む
と

篠
座
神
社
が
あ
り
ま
す
。

Ξ
、
駐
派
出
所
に
は
警
察
竃
話
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
署
員
不
在
の
時
は
電

話
で
本
署
へ
直
接
御
連
絡
下
さ
い
。

ど
ん
な
深
夜
で
奄
市
民
の
皆
様
に
奉

仕
す
る
よ
う
本
署
員
は
も
と
よ
り
、

駐
派
出
所
員
全
員
が
待
機
の
構
え
で

お
り
ま
す
か
ら
、
遠
慮
な
く
用
件
を

申
出
て
下
さ
い
。

面
積
は
大
野
市
が
二
一
位

　

人
口
は
二
五
一
番
目

全
國
市
く
ら
べ

　

わ
が
国
で
市
制
の
し
か
れ
た
明
治

二
十
二
年
に
は
Ξ
九
市
、
明
治
末
期

で
六
九
市
（
北
海
道
の
区
を
含
め
て

）
大
正
末
期
で
百
一
市
、
終
戦
直
前

二
百
八
市
が
、
昭
和
三
十
年
二
月
一

｝
日
現
在
（
全
国
市
長
会
調
査
）
で

四
八
六
市
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二

十
八
年
十
月
に
は
じ
玄
る
町
村
合
併

促
進
政
策
の
進
捗
と
と
も
に
大
量
の

市
が
で
き
た
。
そ
こ
で
市
の
面
積
、

及
び
人
口
の
順
位
調
べ
を
し
て
み
る

と
、
面
積
の
一
位
は
北
海
道
芦
別
市

で
八
七
〇
・
九
二
平
方
粁
、
大
野
市

が
Ξ
四
一
一
・
四
平
方
粁
で
二
一
位
に

当
っ
て
い
る
。
人
口
は
一
位
東
京
（

二
三
区
）
で
、
大
野
市
は
二
五
一
位

と
な
っ
て
い
る
。
県
下
七
市
の
面
積

較
べ
で
は
一
位
大
野
、
二
位
勝
山
、

三
位
敦
賀
、
四
位
小
浜
、
五
位
武
生

六
位
福
井
、
七
位
鯖
江
、
人
口
は
何

を
云
っ
て
も
一
位
福
井
、
二
位
武
生

三
位
敦
賀
、
四
位
大
野
、
五
位
9
山

六
位
鯖
江
、
七
位
小
浜
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
電
話
は

　
　

一
〇
五
番
と
庁
内
一
二
番

総
務
課
の
電
話
は

庁
内
一
四
番
総
務
課
長

　

か
一
三
番
会
計

　

か
一
五
番
庶
務
、
広
報

【
大
野
市
松
浦
印
刷
納
一
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